
飛び出せ、日本ポップカルチャー。 

 

平成２５年４月３０日 

ポップカルチャーに関する分科会 

 

 ポップカルチャーが世界に飛び出す「発信力」を強化する。 

 このため、「参加」（短期）、「融合」（中期）、「育成」（長期）の三策を講ずる。 

 「みんなで」「つながって」「そだてる」。 

 

 

■みんなで    ・・・「参加」（短期） 

 世界中の子どもが知っているアニメもゲームも、海外の若者が憧れるファッ

ションも、支えているのは消費者、ファンの愛情。クリエイター、キャラクタ

ー、事業者、そして何よりそれらを愛する国内と海外のファン。「みんな」の力

を活かしたい。インターネットで多言語発信し、内外でイベントを開き、交流

できる場や特区、さらには「聖地」を形作るなど、みんなが「参加」して情報

を発信する仕組みを構築しよう。政府主導ではなくて、みんな。 

 

■つながって   ・・・「融合」（中期） 

 クールジャパンは、マンガやJ-popだけではない。歴史、風土、精神文化、も

のづくりの技術、それら全てが「融合」した総合力。そしてカワいいキャラク

ターやカッコいいヒーローは、政治体制の壁も乗り越えて世界に受け容れられ

る。ポップカルチャーには海外への先導役をお願いしつつ、食、観光はじめ多

くの産業や伝統芸術、精神文化とも「つながって」、日本の総合力を発揮しても

らおう。 

 

■そだてる    ・・・「育成」（長期） 

 ポップカルチャーを生むのは人。楽しむのも人。内外の人財を「育成」しよ

う。時間をかけて、トップを引き上げ、ボトムを厚くしたい。一流のクリエイ

ターやプロデューサを育てる。彼らが意気に感じ、意欲をもって仕事に取り組

むことができる環境を与えたい。 

海外のファンに正しい知識を与え、日本への視線を熱くする。子どものポップ

な創造力と表現力を育み、誰もがアニメを作れて作曲ができるようにする。こ

のための制作環境や教育基盤を整えよう。 
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